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◎もくじ（2013 年８月号）
　２　ビーチバレー in くまもと
　３　湯の香まつり
　４　あしきた縁（ゆかり）の人
　５　ALT の先生ありがとう　
　　　/ 童話発表会 
　６　まちのわだい

８　 田浦小防災教育イベント
　　/ 全国大会出場おめでとう
９　 文化財 / 景さんのチョアチョア記
10　町民体育祭結果
11　あしきたフォトコンテスト募集
　　/ 陸上自衛隊第８音楽隊演奏会
12　保健センターだより

　13　町内に野生サル出没
　14　お知らせ / 図書紹介
　16    芦北警察署 / 芦北消防署
　17   書道・短歌 / 出生・おくやみ
　18   観月会お知らせ
　　　/ 星野富弘美術館だより　　

トンネルを抜けるとそこは・・・
御立岬の白いビーチと青い海
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芦
北
の
ビ
ー
チ
で
熱
戦

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in
く
ま
も
と

　

芦
北
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
第
26
回
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
in
く
ま
も
と
が
７
月
６
日
、７
日
、

鶴
ヶ
浜
海
水
浴
場
と
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ビ
ー
チ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
の
２
６
９
チ
ー

ム
約
１
千
人
が
参
加
し
て
、
男
子
２
人
制
、

男
子
４
人
制
、
女
子
４
人
制
、
男
女
混
合
の

４
部
門
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
両
日

と
も
晴
れ
た
り
雨
が
降
っ
た
り
変
わ
り
や
す

い
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
砂
浜
で
は
熱
気

あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し

た
。芦

北
の
夏
ま
つ
り
始
ま
る

　

芦
北
町
の
夏
を
彩
る
夏
ま
つ
り
が
７
月
27

日
、
28
日
に
行
わ
れ
た
湯
の
香
ま
つ
り
を
皮

切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

湯
浦
河
川
緑
地
公
園
で
行
わ
れ
た
湯
の
香

ま
つ
り
１
日
目
は
、
約
６
０
０
人
が
参
加

し
た
町
民
総
踊
り
や
浴
衣
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
、
会
場
は
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
２
日
目
の
日
中
は
、
今

年
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
ほ
か
、
県

内
で
活
躍
し
て
い
る
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
グ

ラ
ン
パ
ワ
ー
ヒ
ノ
ク
ニ
」
と
芦
北
町
在
住
の

漫
画
家
・
村
枝
賢
一
さ
ん
作
の
ヒ
ー
ロ
ー

「
Ｚジ

エ

ン

ド

-

Ｅ
Ｎ
Ｄ
」
が
共
演
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
ブ
が
あ
り
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
夕
方
か
ら
は
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
演
奏
が

あ
り
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

芦
北
町
夏
ま
つ
り
は
８
月
17
日
㈯
の
花
火

大
会
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

❶

❷

❹

❸

❺

❻

❶オープニングの葦北鉄砲隊演武
❷開会式での選手宣誓
❸試合の合間に行われたビーチフラッグ大会
❹男子チームの迫力あるプレー
❺雨の中でも和気あいあいの女子チーム
❻会場には縁起がよい現象と言われる彩雲も出現

❶約 600 人が参加した町民
総踊り❷艶やかな浴衣ファッ
ションショー❸子どもたちが
息を合わせて漕ぐゴムボート
レース❹アクションライブの
出演ヒーローたちと記念写真
を撮る子どもたち❺多くの人
でにぎわいをみせる会場❻ス
テージで演奏するキャッシュ
バンドと音楽にあわせて踊る
観客

❶

❷

❸

❹

❺

❻
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あ
し
き
た
縁

ゆ
か
り

の
人

松山 ルミさん　（八代市在住）
　芦北町小田浦出身の松山（旧姓平塚）さんは、
2012 年の第21 回コミックエッセイプチ大賞
で歴代２人目となる最高賞のＡ賞を受賞しまし
た。この受賞作「新卒で“給食のおばさん”にな
りました」を６月に出版、作家としてデビューし
ました。「新卒で…」は松山さんが病院給食の調
理師として実際に働いていた職場での日常や失
敗談、仕事の面白さなどが漫画でとても読みや
すく描かれています。この本は全国の書店で販
売されているほか、町立図書館と田浦図書室に
寄贈されています。松山さんは現在２児の母で、
子育てをしながら執筆活動しています。この本
の出版時は２人目の出産5 日前に原稿を書き終
えました。今後執筆する作品は育児をテーマに
考えているそうです。松山さんは、「これから就
職する高校生や仕事について考え始める中学生
などにも読んでほしい」と話していました。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
芦
北
町
居
住
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
町
出
身
者
や
町
に
貢
献
し
て

い
る
人
な
ど
を
不
定
期
で
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

松村 誠也さん　（熊本市在住）
物
語
を
表
現
豊
か
に
発
表

　

夏
休
み
恒
例
の
芦
北
町
童
話
発
表
会
が
７
月
23
日
、
芦
北
町
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
会
に
は
、
町
内
の

小
学
校
か
ら
各
学
年
の
代
表
34
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
各
学
年
の

優
秀
賞
受
賞
者
は
８
月
６
日
に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
水

俣
・
芦
北
地
区
童
話
発
表
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

町
童
話
発
表
会
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）▲発表する児童

◇
１
年

　

優
秀
賞　

リ
ン
チ　

ジ
ェ
ー
ム
ズ
龍
り
ゅ
う （
佐
敷
）

　

入　

賞　

永
田　

心こ
こ
み美

　

入　

賞　

村
木　

瑛え
い
み海

◇
２
年

　

優
秀
賞　

橋
口　

華か
の
ん音

　

入　

賞　

宮
島　

朋と
も
こ子　

　

入　

賞　

山
本　

朱す

ず

こ
寿
子

◇
３
年　

　

優
秀
賞　

橋
本　

呼こ
ゆ
き幸

　

入　

賞　

藤
井　

夏な
つ
き妃

　

入　

賞　

川
上　

も
も
な

◇
４
年　

　

優
秀
賞　

岩
田　

瑞み
ず
な菜

　

入　

賞　

大
﨑　

匠
た
く
み

　

入　

賞　

長
瀨　

京き
ょ
う
か花

◇
５
年　

　

優
秀
賞　

久
木
田　

陸り
く
や哉

　

入　

賞　

緒
方　

樹
い
つ
き

　

入　

賞　

窪　
　

星
あ
か
り  

◇
６
年　

　

優
秀
賞　

赤
星　

翔は
づ
き月

　

入　

賞　

濱
村　

和あ
い
り璃

　

入　

賞　

平
澤　

伶れ
い
な奈

   （
内
野
）

（
湯
浦
）

（
内
野
）   

（
佐
敷
）

（
田
浦
）

（
湯
浦
）      

（
佐
敷
）

（
田
浦
）

　（
田
浦
）　  

（
湯
浦
）

（
佐
敷
）

　（
湯
浦
）  

（
大
野
）

（
田
浦
）  

（
湯
浦
）   

（
田
浦
）

（
内
野
）

　八代市立八千把小６年生の岡部悠妃さんは、
昨年 10 月から芦北町内の海岸のごみ拾いを続
けています。最初は、自由研究の課題として貝
殻拾いをしようとしていたところ、海岸に捨て
られたり漂着したごみの多さに驚き、海をきれ
いにしたいと思い自由研究の課題を変更しまし
た。母親や父親と毎週末の早朝、町内の海岸を
訪れ、海岸に落ちているごみを２時間以上かけ
て拾い、分別して写真を撮り記録に残していま
す。ごみの種類はペットボトル、空き缶、紙オ
ムツや廃バッテリーと多種多様で、多い日はご
み袋 20 個分にも達しました。ごみ拾いはこれ
までに 65 回にもなり、熱中症予防のため夏の
期間は自粛していますが、秋にはまた再開する
そうです。ごみを拾い続けている間に、地元住
民との交流も生まれています。

　

私
が
芦
北
に
い
た
２
年
間
は
、
私
の
人
生
の
中

で
最
も
大
切
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
12
歳
の
頃

か
ら
日
本
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
に
も
良
い
友
だ
ち
に
恵
ま
れ
る
機
会
が
あ

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
私
が
こ
こ
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
お
世

話
に
な
っ
た
芦
北
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を

言
い
表
し
た
い
で
す
。
芦
北
の
皆
さ
ん
は
と
て
も

フ
ィ
リ
ッ
プ
先
生
か
ら
の
手
紙

優
し
く
、
私
を
社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
特
に
田
川
地
区
の
皆
さ
ん
に

は
特
別
な
「
サ
ン
キ
ュ
ー
」
を
言
い
た
い
で
す
。

地
域
の
行
事
（
田
植
え
や
餅
つ
き
）
に
す
べ
て
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
招
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
貴
重
な

思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
多
く
の
先
生
方
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

仕
事
が
で
き
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
た

ち
と
一
緒
に
宴
会
に
参
加
す
る
の
は
楽
し
か
っ
た

し
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
し
た
時
間

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
の
人
生
で
、
こ
れ
ま
で
４
つ
の
国
で
外
国
語

を
教
え
た
の
で
す
が
、
芦
北
の
学
生
が
一
番
優
し

く
て
、
お
も
し
ろ
い
の
で
す
。
毎
日
学
校
に
行
く

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
段
々
生
徒

の
意
見
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
と
っ

て
生
徒
は
仕
事
の
重
要
な
要
素
と
い
い
ま
す
が
、

私
が
芦
北
の
若
い
人
た
ち
と
出
会
っ
た
の
は
本
当

に
ラ
ッ
キ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。
君
た
ち
は
ス
ゴ
い

よ
。
心
か
ら
あ
り
が
と
う
。

　

最
後
に
私
の
日
本
で
の
経
験
は
本
当
に
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
気
持
ち
は
芦
北
の
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
将
来
再
会
で
き
る
こ
と

を
真
剣
に
願
っ
て
い
ま
す
。
私
は
皆
さ
ん
の
こ
と

を
い
つ
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
生
徒
の
皆
さ
ん
、
頑
張
っ

て
自
分
自
身
を
信
じ
て
く
だ
さ
い
。
将
来
は
あ
な

た
た
ち
の
物
だ
か
ら
。

　

ど
う
ぞ
お
元
気
で
。　

※
一
部
分
か
り
や
す
い
表
現
に
変
え
て
い
ま
す
が
、
ほ

ぼ
原
文
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
先
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
23
年
8
月
に
来
町
し
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

コ
イ
ル
先
生
が
、
芦
北
町
で
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語

指
導
助
手
）
の
活
動
を
終
え
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ッ

プ
先
生
は
、
と
て
も
勉
強
熱
心
で
日
本
語
も
か

な
り
上
達
し
ま
し
た
。
ま
た
学
校
で
の
勤
務
以

外
に
も
町
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
行

事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

も
多
く
の
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
と
光
る

岡部 悠
ゆ う ひ

妃さん
（八代市在住）

▲町に寄贈された
　松村さんの絵画

▲受賞者の皆さん

　松村さんは、熊本大学教育学部を卒業後、昭
和 31 年に美術の教諭として旧葦北町の佐敷中
学校に着任しました。当時は生活の糧を得るた
め夜間に働いている生徒もおり、美術の授業は
遊びごとのようにとらえられていました。そこ
で、教師としてできることを考え、陸上や野球
の部活指導をするようになります。芦北水俣地
区の学校を転任する先々でチームは好成績をお
さめ、指導者として評価されるようになります。
平成８年に大野中学校の校長を最後に定年退職
した後は、樹医の資格を取り園芸店で働きなが
ら趣味の絵画を描いています。作品は滝や渓流
など日本の自然風景を描いたものが多く、「日
本の自然を描く展」に継続入選しています。画
集「水を描く」を自費出版しているほか、７月
にはつなぎ美術館で作品展も開催するなど、仕
事にも趣味にも精力的に活動されています。

▲調理師の仕事をリ
アルに描いたコミッ
クエッセイ
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　田浦中学校で７月 18 日、独立行政法人国際協力
機構（JICA）九州国際センターの勝田幸秀所長が全
校生徒に「アフリカと日本」と題して講演しました。
勝田所長はアフリカに長期間の赴任経験があり、今
年３月まで現地タンザニア事務所長として勤務して
いました。アフリカの現状や発展の様子、日本との
関係などについて、現地での出来事を交えて説明し
ました。

田浦中の生徒にアフリカについて話す勝田幸秀所長

　水の事故から子どもを守るための方法や救助法な
どを家族で楽しく学ぶ赤十字サマーキャンペーンが
７月 15 日、鶴ヶ浜海水浴場で行われました。日本
赤十字社熊本県支部が主催し、毎年行われているも
ので県内の小学生と保護者、ボランティアスタッフ
など約 110 人が参加しました。参加者は、非常食
炊飯体験や、服を着たまま泳ぐ着衣泳、大人数で鎖
のように手を繋いで溺れている人を救助するヒュー
マンチェーンの方法などを学んでいました。 着衣泳の方法を学ぶ子どもたち

水の事故から生命を守ろう

田浦中の生徒がアフリカを学ぶ

まちのわだいまちのわだい

　矢城牧場跡地に建設中のメガソーラーの一部（第
１発電所）が７月25 日に発電を開始しました。前日
の24 日、（株）大林組の蓮

は す わ

輪賢治常務執行役員が役場
を訪れ、竹﨑町長に報告しました。
　稼働した部分は、約１ha の敷地に太陽光パネル
2,632 枚を設置し、出力は約0.6 メガワットです。メ
ガソーラー全体（21.5 メガワット）が完成するのは、
来年３月の予定です。

発電開始を報告する大林組の蓮輪常務執行役員と竹﨑町長
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矢城メガソーラーの一部が発電開始

オレンジ色のタツノオトシゴ（左）と稚魚のすみかとなっ
ているアマモ場

　芦北高校の林業科がアマモ再生の取り組みで、7
月 23 日、計石地区のアマモ場を調査をしていたと
ころ、オレンジ色のタツノオトシゴが発見されまし
た。取り組みを指導する梅田和弘講師によると、通
常のタツノオトシゴは黒っぽいものや褐色のものが
多く、このように色鮮やかなものは非常に珍しいそ
うです。この日、アマモ場にはイカ、タコ、ヤノウ
オやゴンズイなどの稚魚も確認され、多くの生き物
のすみかとして機能していました。

アマモ場に珍しいタツノオトシゴ

　女性農業委員の活動の一環として、地元の農産物
や海産物を使った料理教室が地域活性化センターで
７月 25日に行われ、宮原千代子委員と坂口惠美子
委員が男性委員に調理指導しました。完成した料理
はイシエビやサラダたまねぎを使ったかき揚げ、あ
え物などで、形は男の料理らしくワイルドなものも
ありましたが、全員で美味しく試食しました。参加
者は、「女性の大変さがよくわかった。奥さんを大
切にしたい」と話していました。 かき揚げを作る男性農業委員と指導する女性農業委員

男性農業委員に料理教室

　鶴ヶ浜海水浴場と御立岬海水浴場で７月 13 日、
みんなの川と海づくり海岸ボランティア清掃が行
われ、約 190 人のボランティアが海岸に漂着した
ごみを拾いました。今年は梅雨時に町内で大雨が
降らなかったこともあり、海岸に漂着するごみも
少なめでしたが、梅雨明けの青空の下、額に汗し
て清掃作業を行っていました。

砂浜のごみを拾う参加者（鶴ヶ浜海水浴場）　　　　

みんなの川と海づくり海岸清掃

　御立岬公園を花で彩るフラワーボランティアの活
動が始まりました。７月17 日には芦北支援学校高等
部佐敷分教室の生徒16 人が自分たちで育てた花の
苗を「塩むすび館」前の花壇に植えました。
　このフラワーボランティアは、公園を身近にかん
じてもらうために、公園内に花を植えてもらったり
草取りを手伝ってもらう制度です。ボランティア登
録した人には帽子とタオルが提供され、作業後は御
立岬温泉センターに無料で入浴できます。

塩むすび館前の花壇に花を植える芦北支援学校の皆さん

御立岬でフラワーボランティア

　女島活力推進センター（ゆめもやい）で７月20日、
国内外で活躍するラテンジャズグループ「どんでど
ん」のライブが行われました。このライブは町内の
飲食店ビストロパザパが主催し、今回で３回目とな
りました。風光明媚な夕暮れの海をバックに、会場
に鳴り響く中南米の軽快なリズムに、訪れた観客約
100 人はリラックスした雰囲気で体を揺らしてい
ました。

女島ゆめもやいでラテンジャズ

ラテンジャスを演奏する「どんでどん　」
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田
浦
小
で
防
災
教
育
イ
ベ
ン
ト

災
害
・
避
難
生
活
疑
似
体
験
通
じ
て
絆
を
深
め
る

　

防
災
教
育
研
究
推
進
校
に
指
定
さ
れ
て

い
る
田
浦
小
で
７
月
７
日
、「
た
の
う
ら

子
ど
も
防
災
フ
ェ
ス
タ
」が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
や
保
護
者
、
地
域
住
民
が
参
加
し
、

地
震
の
揺
れ
が
体
験
で
き
る
起
震
車
や
煙

の
充
満
し
た
室
内
を
進
む
煙
体
験
教
室
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
体
験
学
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

７
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
は
、
文

部
科
学
省
の
委
託
を
受
け
て
「
田
浦
防
災

教
育
キ
ャ
ン
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地

震
発
生
に
よ
り
避
難
所
に
避
難
し
て
き
た

想
定
で
、
児
童
や
地
域
住
民
な
ど
が
同
小

体
育
館
で
寝
泊
ま
り
す
る
体
験
を
し
ま
し

た
。

　

初
日
は
水
道
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
し
た
場
合
を
想
定
し
、
段

ボ
ー
ル
製
の
居
住
空
間
で
わ
ず
か
な
明
か

り
を
頼
り
に
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま

た
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
で
歯
を
磨
い
た

り
、
く
み
置
き
の
水
で
ト
イ
レ
を
流
し
た

り
し
、水
の
大
切
さ
も
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
三
角
巾
を
使
っ
た
応
急
処

置
法
な
ど
の
防
災
教
室
の
ほ
か
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
復
旧
し
た
想
定
で
、
ド
ラ
ム
缶

風
呂
で
汗
を
流
す
な
ど
、
避
難
生
活
の
疑

似
体
験
を
通
じ
て
地
域
や
仲
間
と
の
絆
を

深
め
て
い
ま
し
た
。　

第 48 回交通安全子供自転車全国大会
【期日】８月７日 【会場】東京ビッグサイト

内野小学校
▶団体

江口朔
さ く や

弥くん（６年）

宮島颯
そうらい

来くん（６年）

内山暖
は る の

乃さん（６年）

尾川 航
わたる

くん（６年）

立居場　涼
りょう

くん（５年）

地方莉
り り か

理香さん（６年）

▲熊本県大会を連覇した内野小学校チーム

全国高等学校
定時制通信制体育大会
第 44 回 剣道大会
【期日】８月５日 【会場】日本武道館（東京）

水俣高校定時制３年

福田大
た い ち

地さん（大野）

▶個人戦

２年連続出場

全国大会出場
　　おめでとう

２年連続出場

▲ドラム缶風呂「気持ちいい〜」▲起震車で震度７を体験▲真っ暗な教室での煙体験
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景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

梅
雨
が
早
く
終
り
、
今
年
の
夏
は

去
年
よ
り
も
っ
と
暑
く
、
長
く
感
じ

ま
す
ね
。
韓
国
で
も
暑
い
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
節
電
が
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
除
湿
器
が
大

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
企

業
の
除
湿
器
の
販
売
は
、
去
年
と
比

べ
て
14
倍
も
上
が
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

暑
い
夏
を
韓
国
で
は
ど
ん
な
食
べ

物
を
食
べ
て
乗
り
越
え
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
参

鶏
湯
（
サ
ム
ゲ
タ
ン
삼
계
탕
）
を
食

べ
て
夏
バ
テ
を
防
い
だ
り
、冷
麺（
ネ

ン
ミ
ョ
ン
냉
면
）
を
食
べ
て
体
を
冷

や
し
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
今

回
は
、
夏
の
デ
ザ
ー
ト
を
紹
介
し
ま

す
。

　

ま
ず
、
パ
ッ
ピ
ン
ス
（
팥
빙
수
）

と
い
う
も
の
で
す
が
、
ピ
ン
ス(

か

き
氷)

に
パ
ッ(

あ
ず
き)

、
フ
ル
ー

ツ
、
ア
イ
ス
、
ゼ
リ
ー
、
フ
レ
ー
ク

な
ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
夏
の
代
表

ス
イ
ー
ツ
で
す
。
見
た
目
も
華
や
か

で
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
な
の
で
、
１
つ

を
２
人
で
分
け
合
っ
て
食
べ
る
の
が

普
通
で
す
。
今
年
の
「
湯
の
香
ま
つ

り
」
で
は
、
国
際
交
流
協
会
で
パ
ッ

ピ
ン
ス
を
販
売
し
、
皆
さ
ん
か
ら
ご

好
評
を
い
た
だ
き
、
す
ご
く
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

次
は
、
韓
国
風
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

の
花
菜
（
フ
ァ
チ
ェ
화
채
）
で
す
。

フ
ァ
チ
ェ
は
砂
糖
や
蜂
蜜
水
に
季
節

の
果
物
や
花
び
ら
な
ど
を
入
れ
て
飲

む
冷
た
い
飲
み
物
で
す
。
ゆ
ず
、
イ

チ
ゴ
、
つ
つ
じ
の
花
び
ら
な
ど
を
材

料
と
し
ま
す
が
、
夏
と
言
え
ば
や
っ

ぱ
り
ス
イ
カ
フ
ァ
チ
ェ
で
す
。
よ
く

冷
や
し
て
か
ら
飲
む
と
夏
の
最
高
の

デ
ザ
ー
ト
で
す
。
最
近
で
は
、
ビ
ー

ル
の
お
つ
ま
み
と
し
て
飲
ま
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

芦
北
の
皆
さ
ん
も
韓
国
の
夏
の
デ

ザ
ー
ト
で
残
り
の
夏
を
涼
し
く
過
ご

し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

（
第
15
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

芦
北
町
指
定
史
跡

昭
和
53
年
３
月
20
日
指
定

27

　

お
盆
の
時
期
に
は
、
お
墓
参
り
に
行
か
れ

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
お
盆
は
、
ご
先

祖
様
が
苦
し
む
こ
と
な
く
、
成
仏
し
て
く
れ

る
よ
う
に
と
、
子
孫
が
そ
の
供
養
を
行
う
仏

教
行
事
「
盂
蘭
盆
（
う
ら
ぼ
ん
）」
の
略
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
自
分
た
ち
が

あ
る
の
は
、
ご
先
祖
様
の
お
か
げ
で
あ
る
と

感
謝
し
、
お
祀ま
つ

り
す
る
日
本
古
来
の
祖
霊
崇

拝
も
合
体
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
「
黒
田
帯

刀
の
碣
」
で
す
。
碣
と
は
「
い
し
ぶ
み
」
の

こ
と
で
、
偉
人
な
ど
の
事
跡
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
に
石
に
刻
ん
で
建
て
た
も
の
を
い
い

ま
す
。こ
の
碣
は
、芦
北
幼
稚
園（
旧
海
浦
小
）

の
近
く
の
海
岸
沿
い
に
あ
り
、「
黒
田
帯
刀

君
之
碣
、
文
政
二
年
己
卯
季
春
日
、
遠
孫
黒

田
定
次
立
之
」
と
刻
ん
で
あ
り
ま
す
。
文
政

二
（
１
８
１
９
）
年
は
、
今
か
ら
１
９
４
年

前
に
あ
た
り
ま
す
。
先
祖
の
黒
田
帯
刀
を

敬
っ
て
当
時
の
子
孫
が
建
て
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
黒
田
帯
刀
と
は
ど
の

よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

黒
田
帯
刀
は
、
海
浦
地
区
に
あ
る
浄
土
真

宗
の
お
寺
「
覚か
く
え
ん
じ

円
寺
」
の
始
祖
に
な
る
人
物

で
、
元
々
阿
蘇
家
の
家
臣
で
あ
る
黒
田
四
郎

左
衛
門
の
嫡
子
で
し
た
が
、
父
の
死
後
に
浪

人
と
な
り
田
浦
に
移
住
し
ま
し
た
。
帯
刀
は

黒く
ろ
だ田

帯た
て
わ
き刀

の
碣け

つ

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

今
か
ら
４
４
０
年
ほ
ど
前
、
織
田
信
長
と
本

願
寺
勢
力
が
大
阪
の
石
山
本
願
寺
（
現
在
の

大
阪
城
辺
り
）
で
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
い
た

こ
ろ
に
、
田
浦
か
ら
上
っ
て
本
願
寺
へ
加
勢

し
、
か
な
り
の
軍
功
を
立
て
た
そ
う
で
す
。

そ
の
功
績
に
よ
り
、慶
長
十
九
（
１
６
１
４
）

年
に
阿
弥
陀
仏
の
木
像
と
寺
号
「
覚
円
寺
」

を
本
願
寺
か
ら
授
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

嫡
子
の
伝
右
衛
門
へ
譲
っ
た
後
、
帯
刀
は
ほ

ど
な
く
し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
伝
右
衛

門
は
髪
を
そ
り
了
念
と
名
を
改
め
、
寛
永
三

（
１
６
２
６
）
年
に
寺
院
を
建
立
し
、
現
在

ま
で
続
く
お
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
文
化
財
を
調
べ
て

い
く
中
で
、
各
家
や
地
域
の
歴
史
が
今
を
生

き
る
私
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
分
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
親
族
が
集

ま
る
お
盆
の
時
期
に
、
ご
先
祖
様
や
家
の
言

い
伝
え
な
ど
を
調
べ
て
み
る
と
意
外
な
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

▲海沿いにある黒田帯刀の碣

▶
湯
の
香
ま
つ
り
で
好
評
だ
っ
た
パ
ッ
ピ

ン
ス
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日時  ８月28日（水）

会場  しろやまスカイドーム
午後１時 開演

入場無料

戦没者追悼式
日時  ８月 28 日（水）　  午前 10 時 30 分
会場  しろやまスカイドーム

＊問い合わせ先　
　福祉課  社会福祉係  ☎（８２）２５１１（内線１５１）

陸上自衛隊　第８音楽隊演奏会

あ
し
き
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

▶テーマ『夏のあしきたの１コマ』

▶応募期限　８月 31 日（土）

▶参加対象　プロ・アマ、年齢制限なし
▶表彰　最優秀賞、優秀賞など（賞品あり）

■あしきた青少年の家風景部門
■地域風景部門（芦北町の風景）

▶応募条件　・１人 5 点まで応募可能
　・撮影日は７月〜８月で過年度の撮影でも可
　・デジタル写真に限る。フィルム写真の場合
　　はスキャンして JPEG 形式に変換した写真
▶応募方法　①氏名、②年齢、③住所、④電話
　番号、⑤応募点数、⑥職業、⑦応募部門、⑧
　題名、⑨撮影時期、⑩撮影場所を記入して、
　メールまたは郵送にて応募
▶応募作品の取り扱い
　・作品の返却はできない
　・応募した時点で作品の著作権は
　　主催者に帰属する
▶審査・発表　９月下旬

＊問い合わせ先
　県立あしきた青少年の家
　☎（８２）３０９２
　【メール】　
  　ashisei-photo@hitodukuri.com
 　【住所】　〒 869-5454 
　　　　　　芦北町大字鶴木山

第２回 町
民
体
育
祭
結
果

● 

開
催
日　

７
月
７
日
（
日
）

● 

場
所　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

◎
団
体

◆
優
勝　

佐
敷
東　
　

⑦

　

２
位　

佐
敷
西　
　

⑥　

 

　

３
位　

泉
南　
　
　

⑤　

　

４
位　

田
浦
北
部　

④　

　

５
位　

田
浦
南
部　

③

　

６
位　

湯
島　
　
　

②

　

７
位　

大
東　
　
　

①

● 

開
催
日　

７
月
７
日
（
日
）

● 

場
所　

湯
浦
温
泉
射
撃
場

◎
団
体

◆
優
勝　

湯
島　
　
　

⑦

　

２
位　

佐
敷
西　
　

⑥

　

３
位　

佐
敷
東　
　

⑤

　

４
位　

泉
南　
　
　

④　

　

５
位　

大
東　
　
　

③

　　 【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
】

【
ク
レ
ー
射
撃
大
会
】

　

７
月
の
町
民
体
育
祭
は
、
５
つ
の
種
目

別
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
３

種
目
で
佐
敷
東
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

総
合
で
は
こ
れ
ま
で
全
種
目
に
出
場
し

て
い
る
大
東
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
得
点
を

重
ね
、
１
歩
リ
ー
ド
す
る
形
と
な
り
ま
し

た
。
３
種
目
優
勝
の
佐
敷
東
は
佐
敷
西
を

抜
き
２
位
に
浮
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

７
月
１
日
時
点
で
最
下
位
だ
っ
た
泉
南
が

４
位
に
躍
進
し
、
３
位
を
２
点
差
で
追
う

展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
は
水
泳
、軟
式
野
球
、ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
バ
レ
ー
の
３
種
目
が
行
わ
れ
ま
す
。

３
種
目
で
佐
敷
東
が
優
勝

総
合
で
は
全
種
目
出
場
の
大
東
が
リ
ー
ド

　総合順位（8 月１日現在）

※○内の数字は獲得得点

● 

開
催
日　

７
月
７
日
（
日
）

● 

場
所　

芦
北
ボ
ウ
ル

◎
団
体

◆
優
勝　

佐
敷
東　
　

⑦

　

２
位　

泉　

南　
　

⑥　

 

　

３
位　

佐
敷
西　
　

⑤　

　

４
位　

大　

東　
　

④　

　

５
位　

田
浦
南
部　

③

　

６
位　

田
浦
北
部　

②

　 【
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

● 

開
催
日　

７
月
14
日
（
日
）

● 

場
所　

地
域
間
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド

◎
団
体

◆
優
勝　

佐
敷
東　
　

⑦

　

２
位　

湯　

島　
　

⑥　

 

　

３
位　

大　

東　
　

⑤　

　

４
位　

田
浦
南
部　

④　

　

５
位　

田
浦
北
部　

③

　

６
位　

泉　

南　
　

②

　 【
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

● 

開
催
日　

７
月
21
日
（
日
）

● 

場
所　

湯
浦
運
動
公
園

◎
男
子
団
体

◆
優
勝　

田
浦
南
部　

⑦

　

２
位　

泉　

南　
　

⑥　

 

　

３
位　

大　

東　
　

⑤　

　

４
位　

湯　

島　
　

④　

　

５
位　

佐
敷
東　
　

③

　

６
位　

田
浦
北
部　

②

　
◎
女
子
団
体

◆
優
勝　

大　

東　
　

⑦

　

２
位　

泉　

南　
　

⑥　

 

　

３
位　

田
浦
北
部　

⑤　

　 【
男
女
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

順位 地域体協 総合得点
１位 大　東 51
２位 佐敷東 45
３位 佐敷西 45
４位 泉　南 43
５位 田浦北部 36
６位 田浦南部 35
７位 湯　島 34

　今年の県民体育祭は「藍色の空と
海に集い 絆結ぼう 天草県体」をス
ローガンに天草２市１町を会場に９
月 14日（土）、15日（日）に開催されま
す。芦北町の選手も 23 種目の競技
に葦北郡代表として出場します。
　皆さんの応援をよろしくお願いし
ます。

熊本県民体育祭天草大会
９月 14 日、15 日開催

※
得
点
が
同
点
の
場
合
、
優
勝
種
目

が
多
い
チ
ー
ム
が
上
位

▲始球式で投球する竹浦教育長
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すくすく
         育っています

１歳６カ月児健診（７月５日・12 日実施）
を受けた人を掲載しています。

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

夏
に
注
意
が
必
要
な
感
染
症

　

ベ
ロ
毒
素
を
生
産
す
る
大
腸
菌
（
Ｏ
１
５

７
、
Ｏ
２
６
、
Ｏ
１
１
１
な
ど
）
が
原
因
の

感
染
症
で
す
。大
腸
菌
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
、

食
器
、
手
指
な
ど
を
介
し
て
口
か
ら
感
染
し

ま
す
。

▼
症
状　

３
〜
５
日
間
の
潜
伏
期
を
経
て
、

下
痢
、
腹
痛
、
血
便
、
発
熱
な
ど
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
れ
に
、
溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群
や

脳
症
と
い
っ
た
重
篤
な
合
併
症
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
予
防
策

 

・
食
品
を
十
分
に
加
熱
す
る
（
75
℃
で
１
分

　

以
上
）。

 

・
加
熱
前
の
食
品
に
使
用
し
た
調
理
器
具
と

　

加
熱
後
の
食
品
に
使
用
す
る
調
理
器
具
は

　

共
用
し
な
い
。

 

・
調
理
や
食
事
の
前
に
は
必
ず
手
を
洗
う
。

　

ビ
ブ
リ
オ
・
バ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
と
い
う
細

菌
は
、
海
水
中
に
生
息
し
て
お
り
、
水
温
が

上
昇
す
る
夏
に
増
殖
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
細
菌
は
、
病
原
性
は
弱
く
、
健
康
な

人
で
は
ま
れ
に
胃
腸
炎
を
発
症
す
る
程
度
で

す
が
、
肝
臓
疾
患
の
あ
る
人
や
免
疫
力
が
低

下
し
た
人
が
感
染
す
る
と
、
敗
血
症
な
ど
の

非
常
に
重
篤
な
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
感
染
経
路
は
、
細
菌
が
付
着
し

た
魚
介
類
の
生
食
と
切
り
傷
な
ど
か
ら
の
細

菌
の
侵
入
の
二
つ
で
す
。

▼
症
状　

数
時
間
か
ら
数
日
間
の
潜
伏
期
を

経
て
、
発
熱
、
皮
膚
（
主
に
下
肢
）
の
激
し

い
痛
み
、
腫
れ
な
ど
の
症
状
で
発
症
し
ま

す
。
感
染
が
進
行
す
る
と
敗
血
症
を
引
き
起

こ
し
、
死
亡
率
も
極
め
て
高
く
な
り
ま
す
。

▼
予
防
策

 

・
肝
臓
疾
患
が
あ
る
人
や
免
疫
力
が
低
下
し

　

て
い
る
人
は
魚
介
類
の
生
食
を
控
え
る
。

 

・
体
に
傷
が
あ
る
時
は
海
水
と
の
接
触
を
避

　

け
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
コ
ガ
タ

ア
カ
イ
エ
カ
に
刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
感
染

し
ま
す
。
感
染
し
て
も
、
多
く
は
症
状
が
出

ま
せ
ん
が
、
推
定
で
３
０
０
〜
３
千
人
に
１

人
が
脳
炎
を
発
症
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
症
状　

５
〜
15
日
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、

多
く
は
頭
痛
・
発
熱
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。

そ
の
後
、
高
熱
と
な
り
筋
硬
直
、
意
識
障
害
、

　

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
病
気
で
す
。

通
常
は
、
患
者
か
ら
の
飛
沫
感
染
（
唾
の
し

ぶ
き
な
ど
を
介
し
て
の
感
染
）
で
感
染
拡
大

し
ま
す
が
、
プ
ー
ル
の
脱
衣
所
や
タ
オ
ル
の

共
用
な
ど
に
よ
っ
て
流
行
す
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、「
プ
ー
ル
熱
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

▼
症
状　

５
〜
７
日
間
の
潜
伏
期
を
経
て
、

発
熱
、
咽
頭
炎
、
結
膜
炎
の
症
状
が
出
ま

す
。
一
般
的
に
は
３
〜
５
日
で
回
復
し
ま
す

が
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
に
は
多
く
の
種
類
が

あ
り
、
７
型
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
場
合
、重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
予
防
策

 

・
感
染
者
と
の
濃
密
な
接
触
を
避
け
る
。

 

・
手
洗
い
、
う
が
い
を
し
っ
か
り
行
う
。

 

・
プ
ー
ル
に
入
る
前
後
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴　

　

び
、
タ
オ
ル
の
共
用
は
避
け
る
。

　

夏
に
流
行
す
る
小
児
の
急
性
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
、
い
わ
ゆ
る
夏
か
ぜ
の
代
表
的
な
疾

患
で
す
。
患
者
は
４
歳
以
下
の
小
児
が
大
部

分
で
、
１
歳
が
最
も
多
い
年
齢
で
す
。

▼
症
状　

発
熱
と
の
ど
に
現
れ
る
水
疱
性
発

疹
が
特
徴
で
、
急
な
発
熱
で
発
症
し
ま
す
。

強
い
の
ど
の
痛
み
や
の
ど
の
奥
に
水
疱
や
浅

い
潰
瘍
が
で
き
、こ
の
水
疱
が
つ
ぶ
れ
た
り
、

ま
た
潰
瘍
が
で
き
る
と
の
ど
が
し
み
て
、
唾

液
を
飲
む
の
も
つ
ら
く
な
り
ま
す
。

▼
予
防
策

 

・
外
出
後
や
食
事
の

　

前
、
ト
イ
レ
の
後

　

に
う
が
い
や
手
指

　

の
消
毒
を
す
る
。

　

２
歳
以
下
の
乳
幼
児
を
中
心
に
流
行
す
る

感
染
症
で
す
。
患
者
の
く
し
ゃ
み
な
ど
か
ら

の
し
ぶ
き
、
水
疱
の
中
身
、
患
者
の
便
に
ウ

イ
ル
ス
が
存
在
し
、
回
復
し
て
も
数
週
間
は

便
中
に
ウ
イ
ル
ス
が
排
泄
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
が
か
か
り
や
す
い
感
染
症

▼
症
状　

手
の
ひ
ら
、
足
の
裏
、
口
の
中
な

ど
に
小
さ
な
水
疱
の
よ
う
な
発
疹
が
で
き
る

の
が
特
徴
で
す
。
大
部
分
は
発
疹
と
軽
度
の

発
熱
な
ど
の
軽
い
症
状
で
経
過
し
ま
す
が
、

ま
れ
に
髄
膜
炎
な
ど
重
症
化
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
頭
痛
や
嘔
吐
、
高
熱
を
伴
う
発
熱

が
２
日
以
上
続
く
な
ど
の
場
合
は
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
予
防
策

 

・
手
洗
い
を
十
分
に
行
う
。

 

・
排
泄
物
を
適
切
に
処
理
す
る
。

大
人
も
子
ど
も
も
注
意
が

必
要
な
感
染
症

け
い
れ
ん
、
昏
睡
な
ど
の
症
状
を
示
し
、
20

〜
50
％
が
死
に
至
り
ま
す
。
死
亡
を
逃
れ
た

場
合
も
、
そ
の
半
数
近
く
は
重
篤
な
後
遺
症

を
残
し
ま
す
。

▼
予
防
策

 

・
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
。

 

・
過
労
を
避
け
、
栄
養
を
十
分
に
取
る
。

 

・
な
る
べ
く
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
咽
頭
結
膜
熱

●
手
足
口
病

●
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ

●
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症

●
日
本
脳
炎

●
ビ
ブ
リ
オ
・
バ
ル
ニ
フ
ィ
カ
ス
感
染
症

町内に野生のサルが出没中

　今年６月以降、サルの目撃情報が町内各地から
寄せられています。特に、佐敷地区や湯浦地区か
らの報告が多く、同じ地域に何日も留まっている
こともあります。
　いまのところ、人に対して危害を加えるような
ことはありませんが、民家の軒先のブドウなどを
食べたり、家の屋根に登るなどの行為が見られ始
めました。このまま人慣れすると集落に定着する
だけでなく、人を威嚇・攻撃したり家の中に侵入
するなどの被害が発生する可能性があります。

　サルにとって、畑や民家は楽に美味しい食べ物
が手に入る場所です。人間が何もしなければサル
はそこが安全な場所だと認識し、たびたび現れる
ようになります。地域全体で追い払うなど多くの
人が連携して、人がいる集落は怖いということを
サルに覚え込ませましょう。

集落をサルのえさ場にしないために

サルを見かけたら追い払いを

◆サルを見かけたらできるだけ多くの人を集め、
大きな音が出るものや飛び道具などで追い払いま
しょう。

●追い払いに効果のあるもの
・爆竹、ロケット花火など大きな音がでるもの
　（※花火を使う場合は火災に注意）
・エアガンや投石などの飛び道具
　（※近くに人や家などがある所では注意）
・鍋のふたを叩いて大きな音を出す
・犬を連れての散歩

【無理は禁物】
　こちらが１人しかいない場合や女性や子ども、
高齢者のみの場合、サルが怖がらないことがあり
ます。その場合は無理をせず、サルと目を合わせ
ないように速やかにその場から離れましょう。
＊問い合わせ先　
　総務課　防災交通係
　☎（８２）２５１１ （ 内線２１８）

▶
町
内
各
地
に
出
没
し

て
い
る
サ
ル

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（
８
６
）
０
２
０
０
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お 知 ら せ
　

　 田浦子育て支援センター  ９月の行事

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利
用できます。一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

お 知 ら せ

５日（木）　散歩へ行こう
９日（月）〜13日（金） 敬老の日のプレゼント作り
17日（火）〜27日（金）　運動会（10月5日）の練習  
19日（木）　御立岬に行こう
26日（木）　身体測定、誕生会

　

県
立
農
業
大
学
校  

学
生
募
集

　

卒
業
時
に
農
業
課
程
専
門
士
の
称
号
が

付
与
さ
れ
、10
種
類
以
上
の
専
門
資
格
取

得
、４
年
制
大
学
（
３
年
次
）へ
の
編
入
も

可
能
で
す
。な
お
、
高
等
学
校
を
す
で
に
卒

業
し
て
い
る
人
で
も
、「
一
般
入
学
者
選
抜
」

だ
け
で
な
く
、
市
町
村
長
の
推
薦
（
地
域

推
薦
）
に
よ
る
「
推
薦
入
学
者
選
抜
」
も

受
験
で
き
ま
す
。

【
推
薦
入
学
者
選
抜
】

▼
願
書
受
付
期
間  

９
月
３
日
㈫
〜
13
日
㈮

▼
選
抜
日　

10
月
３
日
㈭　
　
　

▼
選
抜
方
法　

　

学
力
検
査（
国
語
総
合
：
小
論
文
含
む
）、

　

面
接
、
提
出
書
類

▼
選
抜
場
所　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

【
一
般
入
学
者
選
抜
】

▼
願
書
受
付
期
間  

12
月
４
日
㈬
〜
18
日
㈬

▼
選
抜
日　

１
月
21
日
㈫

▼
選
抜
方
法　

　

学
力
検
査
（
国
語
総
合
、
数
学
Ⅰ
）、

　

面
接
、
提
出
書
類

▼
選
抜
場
所　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

◎
募
集
定
員

　

農
学
部
（
修
業
年
限
２
年
）
農
産
園
芸

　

学
科
・
野
菜
学
科
・
畜
産
学
科　

80
人

◎
受
験
料
な
ど

　

入
学
試
験
手
数
料  

２
２
０
０
円

　

入
学
料  

５
６
５
０
円

　

授
業
料 

11
万
８
８
０
０
円
／
年
（
予

  

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

定
）

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校　

教
務
課

　

☎
０
９
６
（
２
４
８
）
１
１
８
８

「名もなき毒」

「永遠の０
ゼロ

」
百田　尚樹 著（講談社）

宮部　みゆき 著（幻冬舎）

「娘に会うまでは死ねない。妻と
の約束を守るために。」そう言い
続けたゼロ戦のパイロット。妻と
の約束にこだわり続けた男はなぜ
特攻を志願したのか？

旬の果物や季節感のあるアイデ
アを取り入れた夏のスイーツレ
シピを紹介。
お菓子作りの基礎知識も収録。

連続して起こった無差別毒殺事
件。人間の心の闇を描いた現代
ミステリー。
2013 年 7 月スタートのドラマ原
作です。

「夏のスイーツ」
大森　いく子  著（金の星社）

BOOK
おすすめ 図書紹介

芦
北
町
立
図
書
館

田
浦
図
書
室

芦
北
町
立
図
書
館

芦
北
町
立
図
書
館

　

危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
の
種
類

・
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

・
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

　
（
第
１
類
か
ら
第
６
類
）

　気象庁は８月 30 日から特別警報の発表を
開始します。特別警報が発表された場合、お
住まいの地域は数十年に１度しかないような
非常に危険な状況にあります。屋外の状況や
町からの避難指示・勧告などに留意し、直ち
に命を守るための行動をとってください。
　豪雨などの気象警報のほか、大津波や震度
６弱以上の緊急地震速報も特別警報に位置付
けられます。詳細は気象庁ホームページなど
でご確認ください。
　大雨などの気象警報や特別警報が発表され
た場合は、町防災無線でもお知らせします。
＊問い合わせ先
　熊本地方気象台　防災業務課
　☎０９６−３２４−３２８３

　

消
防
法
第
８
条
の
規
定
に
よ
り
多
数
の

人
が
出
入
り
し
た
り
、
勤
務
ま
た
は
居
住

す
る
防
火
対
象
物
は
防
火
管
理
者
の
選
任

が
必
要
で
す
。

▼
日
時　

９
月
５
日
㈭
、
６
日
㈮　

　

甲
種
防
火
管
理

　

資
格
取
得
講
習
会

【地引き網体験】　
▶日時　９月７日（土）午前10 時〜午後３時
▶場所　あしきた青少年の家
　　　　　　およびマリンパークビーチ
▶募集　120 人（応募多数の場合は抽選）
▶費用　１家族 1,000 円
▶申込期限　８月24日（土）まで
◎申込方法　住所、氏名、電話番号を明記してハガ
キ、ＦＡＸ、Ｅメールで申し込んでください。

【容器包装の値段知っていますか＆エコバッグ展】
　レジ袋や食品トレーなど、使い捨て容器の値段や
環境についてのパネル展示と、事前に募集した手作
りの素敵なエコバッグを展示します。
▶期間　９月３日（火）〜10月８日（火）
▶場所　熊本県環境センター１階

【エコバッグ作品募集】
▶募集作品　手作りエコバッグ
▶募集期限　８月 28 日（水）
▶募集点数　40 点（先着順）
＊申込・問い合わせ先
　熊本県環境センター
　☎（６２）２０００　ＦＡＸ（６２）１２１２
　Ｅメール：center@kumamoto- eco.jp

熊本県環境センター　９月のイベント
▼
日
時　

９
月
１
日
㈰　

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

（
申
込
不
要
、
入
場
無
料
、
入
退
場
自
由
）

▼
場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ 

８
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）

▼
対
象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

▼
参
加
校
数　

大
学
28
校
、大
学
院
10
校
、

　
　
　
　
　
　

短
期
大
学
５
校

▼
内
容　

希
望
す
る
大
学
の
教
職
員
に
講

義
内
容
な
ど
に
つ
い
て
直
接
相
談
で
き
る

ほ
か
、
大
学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
を
配
布
。

気象庁が特別警報の
発表を開始します

特別警報が発表されたら、
直ちに命を守るための行動を！

　

く
ま
も
と
米
粉
甲
子
園

　

参
加
者
募
集

　
「
く
ま
も
と
米
粉
甲
子
園
」
の
開
催
に

あ
た
り
、
県
産
米
粉
を
使
用
し
た
レ
シ
ピ

を
募
集
し
ま
す
。
応
募
レ
シ
ピ
の
中
か
ら

優
秀
作
品
を
選
び
、
事
業
者
に
よ
る
商
品

化
お
よ
び
販
売
に
つ
な
げ
ま
す
。

▼
応
募
期
間　

９
月
10
日
㈫

▼
参
加
対
象　

県
内
の
高
校
生

▼
募
集
内
容　

◎
県
産
米
粉
を
使
用
し
た

　

パ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
レ
シ
ピ
◎
県
産
米
粉

　

を
使
用
し
た
米
粉
麺
の
料
理
レ
シ
ピ

　

※
詳
し
く
は
、「
く
ま
も
と
の
米
粉
」　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県　

農
産
課　

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
８
８

・
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

▼
試
験
日　

11
月
４
日
㈪

▼
試
験
場
所　

熊
本
市
、八
代
市
、天
草
市
、

　
　
　
　
　
　

玉
名
市

▼
願
書
受
付
期
間　

　

書
面
申
請  

９
月
９
日
㈪
～
９
月
19
日
㈭

　

電
子
申
請  

９
月
６
日
㈮
～
９
月
16
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

＊
願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
―
11
―
４

　

県
教
育
会
館
４
階

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
５
０
０
５

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

水
俣
芦
北
広
域
消
防
本
部

▼
受
付
期
間　

８
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

た
だ
し
定
員
50
人
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
料
金　

テ
キ
ス
ト
代
４
６
０
０
円

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
芦
北
広
域
消
防
本
部　

予
防
課

　

☎
（
６
３
）
１
１
９
１

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　

☎
０
３
（
３
８
１
８
）
３
８
７
０　
　

　
　
　

《消費者の皆さまへ》
◇外食店や小売店などで、メニューや店
内の掲示、商品の容器や包装を見ていた
だくと、原料米の産地がわかります。

産地がわかる！米トレーサビリティ制度
《米穀事業者の皆さまへ》
◆お米や米加工品の流通には、取引記録
の作成・保存と産地情報の伝達が法律で
義務付けられています。
◆一般消費者にお米や米加工品を販売・
提供する場合には、産地情報の伝達を行
うことが法律で義務付けられています。

＊問い合わせ先
　九州農政局　八代地域センター　　　
　　☎０９６５（６２）８２０４

ご存じですか？
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短
歌

【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
【
田
浦
短
歌
会
】

　

降
り
し
げ
き
雨
の
相
傘
汝な

が
白
き
う
な
じ
に
広
が
る
水
玉
模
様　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
た
も
る

　

防
除
網
に
絡
ま
る
鵯ひ
よ

を
逃
が
さ
ん
と
網
解
く
わ
れ
も
鳥
も
必
死
よ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

良
子

　

泰
然
と
百
歳
超
え
し
人
を
見
て
わ
が
九
十
歳
は
言
う
こ
と
も
な
し　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
ナ
ミ
エ

　

い
た
ず
ら
に
照
り
つ
け
る
陽
に
向
か
い
つ
つ
み
か
ん
摘
果
の
木
に
登
り

　

い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口　

陵
子

　

自
衛
隊
を
軍
と
せ
ん
と
や
戦
争
を
知
ら
ぬ
や
か
ら
が
賢さ
か

し
ら
に
言
う　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
田　

圭
一

　
【
役
場
短
歌
会
】

　

年
ご
と
に
目
覚
め
の
時
刻
早
く
な
り
散
歩
の
後
に
朝
蝉
が
無
く　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井　

哲
郎

　

早
朝
の
草
刈
り
エ
ン
ジ
ン
軽
け
れ
ど
今
日
も
湧
き
来
る
積
乱
雲
が　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
川　

民
夫

　

ジ
リ
ジ
リ
と
灼
け
る
日
射
し
に
蝉
の
声
木
陰
に
し
ば
し
涼
風
を
待
つ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下　

祐
一

　

昼ひ
る
ひ
な
か

日
中
汗
し
と
ど
な
る
草
刈
り
に
麦
わ
ら
帽
子
風
に
飛
ば
さ
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠
原　

清
照

　

天
気
予
報
傘
の
表
示
は
見
当
た
ら
ず
水
田
に
せ
め
て
夕
立
欲
し
き　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
元　

信
作

芦
北
消
防
署
☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
下　

康
子

お 誕 生 お め で と う

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

人口のうごき（H25.8.1 現在）　    （　）内は前月比

編
　
集
　
後
　
記

　

湯
の
香
ま
つ
り
か
ら
始
ま
っ
た

芦
北
の
夏
ま
つ
り
も
い
よ
い
よ
佳

境
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
数
週
間

は
夜
の
取
材
が
目
白
押
し
で
す
。

今
ま
で
行
っ
た
こ
と
の
無
い
お
祭

り
を
訪
れ
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

▼
夜
の
取
材
と
言
え
ば
、
５
月
末

に
御
立
岬
海
水
浴
場
で
産
卵
さ
れ

た
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
。
産
卵
か
ら

２
カ
月
が
過
ぎ
御
立
岬
の
ス
タ
ッ

フ
も
無
事
に
海
に
帰
っ
て
い
く
カ

メ
を
見
届
け
よ
う
と
夜
な
夜
な
見

回
り
し
て
い
ま
し
た
。
今
月
号
の

締
め
切
り
ま
で
に
は
間
に
合
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
来
月
号
で
元
気

に
海
に
帰
る
様
子
を
皆
さ
ま
に
お

届
け
で
き
ま
す
よ
う
に
。
▼
今
月

号
か
ら
掲
載
を
始
め
た
「
あ
し
き

た
縁（
ゆ
か
り
）の
人
」。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
取
材
し
た
岡
部
悠
妃
さ
ん

に
「
ご
み
を
拾
う
と
き
何
を
思
っ

て
い
る
の
で
す
か
」と
聞
い
た
ら
、

「
た
だ
無
心
に
な
っ
て
拾
っ
て
い

ま
す
」
と
返
さ
れ
ま
し
た
。
う
ー

ん
、
雑
念
だ
ら
け
の
私
に
は
難
し

い
無
我
の
境
地
で
す
。
無
心
に

な
っ
て
広
報
紙
作
成
に
臨
め
ば
、

締
め
切
り
ギ
リ
ギ
リ
の
現
状
か
ら

も
っ
と
余
裕
が
で
き
る
と
思
う
の

で
す
が
。　
　
　
　
　
　
（
上
野
）

「
熱
中
症
」
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

●
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
…

 

・
涼
し
い
場
所
に
移
動
さ
せ
、
衣
服

　

を
ゆ
る
め
、
安
静
に
寝
か
せ
る
。

 

・
扇
風
機
や
う
ち
わ
な
ど
で
あ
お
ぐ
。

 

・
冷
え
た
タ
オ
ル
や
冷
え
た
ペ
ッ
ト

　

ボ
ト
ル
を
首
の
回
り
、
脇
の
下
、

　

太
も
も
の
付
け
根
な
ど
に
あ
て
、

　

体
を
冷
や
す
。

 

・
自
分
で
飲
め
る
よ
う
な
ら
水
分
を

　

少
し
ず
つ
取
ら
せ
る
。

 

・
脱
力
感
や
倦
怠
感
が
強
く
て
動
け

　

な
い
、意
識
が
な
い（
お
か
し
い
）、

　

全
身
の
け
い
れ
ん
が
あ
る
場
合
は

　

た
め
ら
わ
ず
に
救
急
車
を
呼
ぶ
。

　

熱
中
症
と
は
、
気
温
や
湿
度
が
高

い
中
で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、
体

内
の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の

調
節
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
体
温

の
上
昇
、
め
ま
い
、
倦
怠
感
、
ひ
ど

い
時
に
は
け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
起
こ
す
病

気
で
す
。
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い

る
だ
け
で
も
、
室
温
や
湿
度
が
高
い

た
め
に
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ
る

の
で
油
断
禁
物
で
す
。

●
熱
中
症
の
予
防

 

・
の
ど
が
渇
い
て
な
く
て
も
小
ま
め

　

に
水
分
補
給
を
す
る
。

 

・
炎
天
下
や
高
温
多
湿
で
の
長
時
間

　

の
作
業
や
運
動
は
避
け
、
適
度
に

　

休
憩
を
取
る

 

・
外
出
時
に
は
、
体
を
締
め
付
け
な

　

い
涼
し
い
服
装
で
出
か
け
、
日
よ

　

け
対
策
を
す
る
。

 

・
室
温
が
28
℃
を
超
え
な
い
よ
う
に

　

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
う
ま
く
活

　

用
す
る
。

 

・
普
段
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

　

食
事
と
体
力
作
り
に
努
め
る
。

県
民
の
命
と
財
産
を
守
る
職
業

〜
平
成
25
年
度
警
察
職
員
採
用
試
験
〜

●
警
察
事
務

▼
採
用
予
定
人
数　

３
人
程
度

▼
受
験
資
格

　

平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
第
１
次
試
験

　
【
試
験
日
】　  
９
月
29
日
㈰

　
　
　
　
　
　

  

午
前
９
時
30
分
〜

　
【
試
験
会
場
】
熊
本
学
園
大
学

　
【
試
験
内
容
】
教
養
・
適
性

◎
共
通
事
項

▼
申
込
書
の
請
求

　

申
込
書
は
、
芦
北
警
察
署
、
芦
北
地
域
振
興
局
に
て
配
布
。
郵
送
に
よ

り
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
警
察
官
Ｂ
請
求
」
ま
た
は
「
警
察

事
務
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

140
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封

筒
（
角
２
）
を
同
封
の
う
え
、請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
試
験
案
内
と
申
込
用
紙
を
印
刷
し
、使
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

▼
受
付
期
間　
【
郵
送
・
持
参
】　

８
月
12
日
㈪
〜
30
日
㈮

　
　
　
　
　
　

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
30
日
ま
で
の
消
印
有
効

　
　
　
　
　
　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】　

８
月
12
日
㈪
〜
27
日
㈫

＊
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
請
求
先

　

〒
８
６
２
ー
８
５
７
０
（
住
所
記
入
不
要
）

　

熊
本
県　

人
事
委
員
会
事
務
局　

総
務
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
３
３

●
警
察
官
Ｂ
（
男
性
・
女
性
）

▼
採
用
予
定
人
数　

64
人
程
度

▼
受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
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　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

渡邊　鈴
り ん か

花　　  ６. ２０　　女　　弘之介　  新町
桑田　愛

ま な と

士　　  ６. ２８　　男　　和尚　　  湯浦南
藤崎　新

あ ら た

大　　  ６. ３０　　男　　正邦　　  小田浦３
　野　佑

ゆ う ま

真　　  ７.　 ３　　男　　隼人　　  道川内西
松岡　陽

ひ ま り

莉　　  ７.　８　　 女　　俊助　　  海浦２
大島　綾

あ き こ

希子　  ７. １０　　女　　博文　　  宮崎
岩本　空

そら

　　　  ７. １１　　男　　栄助　　  岩屋川内
田中　稜

りょうや

也　　  ７. １７　　男　　雄大　　  鶴木山
宇治原　彩

い ろ は

羽　  ７. １８　　女　　竜馬　　  田浦２
山下　夏

な つ は

羽　　  ７. ２２　　女　　一平　　  小田浦３
山下　太

た い ち ろ う

一朗　  ７. ２２　　男　　一平　　  小田浦３
平生　帆

ほ の か

乃花　  ７. ２２　　女　　祥磨　　  宮崎

H25.7.1 〜 7.31 受付分（敬称略）    受付件数 12 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で掲載を希望する場合は、役場総務課秘
　書広報係までご連絡ください。

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　   区　

白坂　キクエ　　 ７.　 ４　　　８３　　　大野
杉村　チズ子　 　７.　 ８　　　８３　　　計石西
寺本　トミ　　 　７.　 ９　　　９１　　　田浦町２
宮島　マサエ　 　７.　 ９　　　９３　　　宮崎
鶴川　フジノ　 　７. １２　　　９８　　　海浦２
馬　　正雄　　　 ７. １３　　　８７　　　湯浦東
中瀧　忠夫　　　 ７. １３　　　７７　　　高岡南
丸田　オコト　　 ７. １３　　　９８　　　大野
  告　  知佐子　　 ７. １４　　　６３　　　市野瀬
松永　敏光　　　 ７. １５　　　７４　　　高田辺
福島　ササエ　　 ７. １８　　　８７　　　横居木
岩田　スミ子　　 ７. ２０　　　７８　　　田浦町１
緒方　楠男　　　 ７. ２２　　　８２　　　湯浦東
白川　ムツノ　　 ７. ２３　　　８８　　　白岩
田中　チヅ子　　 ７．２３　　　７５　　　田浦町４
吉田　邦子　　　 ７. ２３　　　８５　　　花岡北
岡田　カチエ　　 ７. ２５　　　７４　　　計石東
馬　　次男　　　 ７. ２５　　　９０　　　湯浦東
迫田　キクノ　　 ７. ２６　　　８９　　　田川
立迫　政美　　　 ７. ２６　　　８１　　　立川
下田　フサ子　　 ７. ２６　　　８８　　　湯浦東
宮本　たみ子　　 ７. ２９　　　６２　　　西告
林田　テル子　　 ７. ２９　　　９２　　　花岡東

H25.7.1 〜 7.31 受付分（敬称略）    受付件数 27 件

人 口　　　１９，２４０人　  （ー５３）
男 　　　　９，０３２人　  （−１４）
女 　　　１０，２０８人　  （ー３９）

65 歳以上　　　　７，１５２人　  （＋１３）
世 帯 数　　　　７，５４７世帯  （−１０）

染

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
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日 時 /　9 月 21 日 ( 土 )
　　18 : 00~ 開会行事 ( 葦北鉄砲隊演武・雅楽演奏 ) 
　　18 : 25~ 開 会 式 ( 火入れ式 ) 
　　18 : 45~ 薪 能 ( 狂言みのる会、喜多流喜秀会 )
　　　　　　【演目】狂言「因

い な ば ど う

幡堂」、能「野
の も り

守」
※出演団体の都合により狂言の演目が変更と
　なっています。

場 所 / 佐敷城跡二の丸広場 ( 雨天時…しろやまスカイドーム )

主 催 / 芦北町　　入場料 / 前売り券…1,500 円 　当日券…2,000 円 ( 中学生以下無料 )

【問 合 わ せ 先】　芦北町教育委員会　生涯学習課文化振興係　☎（８７）１１７１　（内線１４５）
【チケット販売所】　芦北町役場商工観光課・大野出張所・吉尾出張所、町営温泉プール

　　　　　　　　　生涯学習課（田浦基幹支所内）、社会教育センター、しろやまスカイドーム

第
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回

　

佐
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